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Ministry of education, culture, sports, science and technology (MEXT) reform for national 
curriculum standards at 2017.3.31. The main subject of new curriculum standards is “responsible, 
dialogical, deep learning”. This report is deep learning for technology about new curriculum 
standard of lower secondary schools. The many teachers request of the methods, thoughts for 
respond to “responsible, dialogical, deep learning”. 
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１． はじめに 
国の中央教育審議会は、平成 26 年 11 月に文
部科学大臣の諮問を受けてから約２年間に渡


















さらに、平成 29 年 6 月には総則、各教科等
の解説編[3]が発表された。これにより、幼稚園、














































 ７６文字 → ２７３文字 
技術分野の目標 
 １２２文字 → ３３７文字 
内容 
１０９３文字 → ２１７３文字 
内容の取り扱い 
 ４５０文字 → １１８５文字 
指導計画の作成と内容の取り扱い 
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組む題材を生徒自ら設定するようにしなけれ
ばならない。このような授業を行うには、教師
自らの研究、研鑽とともに教育委員会や研究会
主催の研修が望まれる。 
 
５．まとめとして 
技術科では、身近な技術的問題の解決を図る
ため、その問題解決の方法を考えさせ、実際に
問題解決に取り組ませるというアクティブ・ラ
ーニングの学習活動を従前から実施してきた。
さらに、その取り組み結果をグループで省察さ
せ、次の高まりのある問題へと取り組ませるス
パイラルな実践がすでに数多く行われている。
つまり、子供たちが身近な問題から能動的で主
体的、計画的な学習活動を生み出そうとする教
育実践が行われている。これをさらに充実させ
るとともに、「深い学び」に繋げるために今回
の改訂により導入された「技術による問題解
決」の学習項目をどのように授業展開し、活か
すかが教師に求められているといえる。今後の
教職課程を履修する学生に対しても、将来、教
職についた時の教育課程である新しい学習指
導要領の趣旨を理解させるとともに、主体的、
対話的で深い学びが実践できるよう指導する
必要がある。 
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